
平成１６年度当初予算警察本部主要施策の概要

◎ 主 要 事 業

事 業 名 金 額 （千円） 説 明

１ 犯罪抑止のための総合対策

(1) 街頭犯罪・侵入犯罪抑止総合対策の推進

１５１，７１９ 金沢駅前交番（金沢東署）、金沢駅西交番（金沢東・ 交番等建設費

署）、神田交番（金沢中署）、笠間駐在所（松任署）

・ 警察車両更新整備費 ２８，６６５ 小型警ら車等（２０台）の更新

３，１７１ 新型携帯型盗難車両検索端末導入・ 乗物盗捜査活動資機材の拡充

・ 被疑者検挙制圧・受傷事故防止資機材整備 ２，９２２ 刺股、小型透明盾、ＩＣレコーダ等

費

・ 警察無線機の更新整備（債務含む） ８５，９１７ 車載用無線機、携帯用無線機等

(2) 深刻化する少年犯罪への対応

・ 少年非行防止教室開催費 ４，１８５ 少年非行防止教室全県開催

・ 少年警察ボランティアの活性化 ４，８８９ 少年補導員謝金等

・ 少年非行防止対策広報費 ６０４ ストップ・ザ犯罪石川っ子の推進

(3) 重要犯罪等に対する捜査の強化

・ 指紋情報管理ｼｽﾃﾑの高度化 ６８，０３６ システムの更新及び指掌紋ﾌｧｲﾘﾝｸﾞシステムの導入

・ 白黒焼付現像機の更新 １，４９７ 老朽化に伴う整備

・ 捜査用資機材の整備 ５，６２６ 緊急通報装置等の整備

２ 組織犯罪対策と来日外国人犯罪対策

・ 実戦的けん銃訓練用資機材の整備 ８２６ 可搬型映像射撃ｼﾐｭﾚｰﾀ装置の導入

・ 暴力団管理ｼｽﾃﾑの更新高度化 ２，１２０ 暴力団管理ﾌｧｲﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑの更新

・ 通訳体制の確立 １５，４４２ 語学研修委託、通訳謝金

・ 捜査用資機材の整備（再掲） ５，６２６ 再掲

３ サイバー犯罪対策

・ サイバー犯罪対策用資機材の整備 ３，８５７ 捜査支援器材の整備

・ サイバー技術者の養成 ６４０ 技術者養成負担金

４ 新たな政府目標の達成に向けた総合的な交通事

故防止対策

・ 交通マナーアップ推進費 ２，２４７ ラッピングバスによる交通安全広報（金沢市内・近郊路

線）

・ 高齢者交通安全街頭指導委託費 １４，８４７ 高齢歩行者・自転車利用者に対する交通安全街頭指導

・ 特定交通安全施設整備費 ３７７，４９８ 地域制御、ＰＴＰＳ、ＦＡＳＴ等拡大

・ 一般交通安全施設整備費 ６４６，２００ 交通信号機、道路標識、道路標示

・ 交通信号灯器ＬＥＤ化事業費 ４２，４６７ 新設・更新交通信号灯器のＬＥＤ化事業

・ 交通指導取締り機材の整備費 ３，４４５ 違法ﾅﾝﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ取締用検知機、暴走族取締り機材、ｱﾙｺｰ

ﾙ測定器等整備

５ 治安基盤の確立

・ 警察官の増員 ２０人増員

・ 警察無線機の更新整備（債務含む。再掲） ８５，９１７ 再掲

・ 警察署庁舎建設費（債務含む） １，１７７，１５１ 小松警察署建設（平成１７年度完成）

・ 交番等建設費（再掲） １５１，７１９ 再掲

・ 職員宿舎整備費 ２３，２７６ 各所修繕工事

・ 庁舎等整備費 ２９，０７４ 航空隊着陸帯等改修

・ 運転免許センター整備費 ３４，５３１ 運転免許センター屋上防水等工事
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